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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後方向中央部と、その前側及び後側にそれぞれ延在する腹側部分及び背側部分とを有
し、
　液透過性表面シート、液不透過性裏面側シート、及びこれら表面シートと裏面側シート
との間に介在する吸収体を、前記腹側部分から背側部分にかけて備えた、使い捨ておむつ
において、
　おむつ内面上に載置された吸収パッドの前側部分の上面に着脱可能に係止される係止部
と、その幅方向両側及びウエスト側に延在する部分であって且つ少なくとも一部がおむつ
内面に対して固定された固定部とを有する、シート状のパッド前押え部が前記腹側部分に
設けられるとともに、
　おむつ内面上に載置された吸収パッドの後側部分の上面に着脱可能に係止される係止部
と、その幅方向両側及びウエスト側に延在する部分であって且つ少なくとも一部がおむつ
内面に対して固定された固定部とを有する、シート状のパッド後押え部が前記背側部分に
設けられており、
　前記前押え部及び後押え部の少なくとも一方は、前記固定部が、前記吸収パッドの幅方
向一方側に位置する部分から前記吸収パッドのウエスト側に位置する部分を介して前記吸
収パッドの幅方向一方側に位置する部分まで連続的に設けられるとともに、前記係止部の
両側縁に沿って、股間側端縁からウエスト側に向って延在するミシン目が形成されている
、
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　ことを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記パッド前押え部は、腹側部分内面のうちウエスト側端部から前記吸収体の前端部と
重なる位置まで延在する前押えシートと、この前押えシートの裏面のうちおむつ内面上に
載置された吸収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層
又はメカニカルファスナーの雄テープとにより形成されており、
　前記パッド後押え部は、背側部分内面のうちウエスト側端部から前記吸収体の後端部と
重なる位置まで延在する後押えシートと、この後押えシートの裏面のうちおむつ内面上に
載置された吸収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層
又はメカニカルファスナーの雄テープとにより形成されている、
　請求項１記載の使い捨ておむつ。
【請求項３】
　前記前押え部及び後押え部の少なくとも一方における前記係止部の形状が、股間側から
ウエスト側に向うにつれて幅が拡大する形状である、請求項１又は２記載の使い捨ておむ
つ。
【請求項４】
　前記前押え部及び後押え部の少なくとも一方における前記係止部の形状が、前記吸収パ
ッドの幅方向中央側から幅方向両側に向うにつれて縦方向長さが拡大しつつ前記吸収パッ
ドの両側縁まで延在する形状である、
　請求項１又は２記載の使い捨ておむつ。
【請求項５】
　前記前押えシート及び後押えシートの少なくとも一方は、幅方向に弾性伸縮するシート
であり、且つ幅方向に伸張された状態でおむつ内面に固定されている、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の使い捨ておむつ。
【請求項６】
　おむつの外面を覆う外装シートを有しており、
　前記パッド前押え部は、前記外装シートの前端部がウエスト側端部において腹側部分内
面側に折り返されて形成された、ウエスト側端部から前記吸収体の前端部と重なる位置ま
で延在する前押えシートと、この前押えシートの裏面のうちおむつ内面上に載置された吸
収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層又はメカニカ
ルファスナーの雄テープとにより形成されており、
　前記パッド後押え部は、前記外装シートの後端部がウエスト側端部において背側部分内
面側に折り返されて形成された、ウエスト側端部から前記吸収体の後端部と重なる位置ま
で延在する後押えシートと、この後押えシートの裏面のうちおむつ内面上に載置された吸
収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層又はメカニカ
ルファスナーの雄テープとにより形成されている、
　請求項１記載の使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨ておむつに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば成人向けの使い捨ておむつにおいては、交換頻度を考慮して、内面に尿吸収を目
的とした吸収パッドを用いることが一般的になっている。このような吸収パッドにおいて
は、装着時のズレ防止のため、パッドの裏面に粘着剤やメカニカルファスナー（面ファス
ナー）の雄テープが設けられており、これらの止着手段を介しておむつ内面上に直接、又
はおむつ内面上に設けられた雌テープに止着することが知られている（例えば特許文献１
、２参照）。
【特許文献１】特許３５９５４７１号公報
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【特許文献２】特開２００４－２６１３３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、例えばパンツタイプ使い捨ておむつの利用者のように動きの多い装着者
の場合、パッドのズレが発生するおそれが高く、改善が望まれているのが現状である。
　そこで本発明の主たる課題は、パッドのずれ防止性能を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決した本発明は次記の通りである。
　＜請求項１記載の発明＞
　前後方向中央部と、その前側及び後側にそれぞれ延在する腹側部分及び背側部分とを有
し、
　液透過性表面シート、液不透過性裏面側シート、及びこれら表面シートと裏面側シート
との間に介在する吸収体を、前記腹側部分から背側部分にかけて備えた、使い捨ておむつ
において、
　おむつ内面上に載置された吸収パッドの前側部分の上面に着脱可能に係止される係止部
と、その幅方向両側及びウエスト側に延在する部分であって且つ少なくとも一部がおむつ
内面に対して固定された固定部とを有する、シート状のパッド前押え部が前記腹側部分に
設けられるとともに、
　おむつ内面上に載置された吸収パッドの後側部分の上面に着脱可能に係止される係止部
と、その幅方向両側及びウエスト側に延在する部分であって且つ少なくとも一部がおむつ
内面に対して固定された固定部とを有する、シート状のパッド後押え部が前記背側部分に
設けられており、
　前記前押え部及び後押え部の少なくとも一方は、前記固定部が、前記吸収パッドの幅方
向一方側に位置する部分から前記吸収パッドのウエスト側に位置する部分を介して前記吸
収パッドの幅方向一方側に位置する部分まで連続的に設けられるとともに、前記係止部の
両側縁に沿って、股間側端縁からウエスト側に向って延在するミシン目が形成されている
、
　ことを特徴とする使い捨ておむつ。
【０００５】
　（作用効果）
　このように、吸収パッドの前側部分及び後側部分を係止しつつ押える前後押え部を備え
たことによって、パッドが捲れてパッドに外力が加わりやすくなる若しくはパッドの係止
が解除されるといった事態が発生し難くなるため、従来のものより、パッドズレ防止効果
に優れたものとなる。また、従来のように吸収パッドの裏面にメカニカルファスナーの雄
テープを設け、これをおむつの表面シートに係止する形態では、雄テープを表面シートに
何回も付けたり剥がしたりすると、おむつの表面シートが破れることが起こり易いが、本
発明では吸収パッドの端部を固定するため、吸収パッドの裏面に雄テープを設けなくても
良く、その場合にはおむつの表面シートの損傷を効果的に防止できるという利点がある。
　また、押え部の固定部をこのような形態で設けることにより、吸収パッドの前後端部を
強固に固定できるとともに、吸収パッドの前後端から漏れ出ようとする排泄物を押え部で
堰き止めることができる。つまり、押え部が前後漏れ防止機能も発揮するようになる。
　また、ミシン目を形成することにより、吸収パッドを単に固定できるだけでなく、吸収
パッドが外力に追従して変形し易くなり、その結果としてズレも発生し難くなる。
【０００６】
　＜請求項２記載の発明＞
　前記パッド前押え部は、腹側部分内面のうちウエスト側端部から前記吸収体の前端部と
重なる位置まで延在する前押えシートと、この前押えシートの裏面のうちおむつ内面上に
載置された吸収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層
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又はメカニカルファスナーの雄テープとにより形成されており、
　前記パッド後押え部は、背側部分内面のうちウエスト側端部から前記吸収体の後端部と
重なる位置まで延在する後押えシートと、この後押えシートの裏面のうちおむつ内面上に
載置された吸収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層
又はメカニカルファスナーの雄テープとにより形成されている、
　請求項１記載の使い捨ておむつ。
【０００７】
　（作用効果）
　パッドの前後押え部の具体的構造に関して、上述のような前後押えシートを有する構造
を採用することにより、素材選択の自由度が高くなるため好ましい。
【０００８】
【０００９】
【００１０】
【００１１】
【００１２】
【００１３】
　＜請求項３記載の発明＞
　前記前押え部及び後押え部の少なくとも一方における前記係止部の形状が、股間側から
ウエスト側に向うにつれて幅が拡大する形状である、請求項１又は２記載の使い捨ておむ
つ。
【００１４】
　（作用効果）
　装着者が歩行等のように大きく動く場合、おむつ内面に装着された吸収パッドにはその
対角線方向に外力が作用するため、係止部の形状が上述のような形状であると、吸収パッ
ドが対角線方向の外力に追従して変形し易くなり、その結果としてズレも発生し難くなる
。
【００１５】
　＜請求項４記載の発明＞
　前記前押え部及び後押え部の少なくとも一方における前記係止部の形状が、前記吸収パ
ッドの幅方向中央側から幅方向両側に向うにつれて縦方向長さが拡大しつつ前記吸収パッ
ドの両側縁まで延在する形状である、
　請求項１又は２記載の使い捨ておむつ。
【００１６】
　（作用効果）
　係止部の形状が上述のような形状であると、吸収パッドを押え部の下に挿入し易い。ま
た、吸収パッドの幅方向両側ほど係止部が縦に長くなるため、吸収パッドの四隅の固定性
能に優れる。
【００１７】
　＜請求項５記載の発明＞
　前記前押えシート及び後押えシートの少なくとも一方は、幅方向に弾性伸縮するシート
であり、且つ幅方向に伸張された状態でおむつ内面に固定されている、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の使い捨ておむつ。
【００１８】
　（作用効果）
　このような押えシートを採用することにより、吸収パッドを単に固定できるだけでなく
、吸収パッドが外力に追従して変形し易くなり、その結果としてズレも発生し難くなる。
【００１９】
【００２０】
【００２１】
　＜請求項６記載の発明＞
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　おむつの外面を覆う外装シートを有しており、
　前記パッド前押え部は、前記外装シートの前端部がウエスト側端部において腹側部分内
面側に折り返されて形成された、ウエスト側端部から前記吸収体の前端部と重なる位置ま
で延在する前押えシートと、この前押えシートの裏面のうちおむつ内面上に載置された吸
収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層又はメカニカ
ルファスナーの雄テープとにより形成されており、
　前記パッド後押え部は、前記外装シートの後端部がウエスト側端部において背側部分内
面側に折り返されて形成された、ウエスト側端部から前記吸収体の後端部と重なる位置ま
で延在する後押えシートと、この後押えシートの裏面のうちおむつ内面上に載置された吸
収パッドの上面と当接する部分に設けられた、前記係止部としての粘着剤層又はメカニカ
ルファスナーの雄テープとにより形成されている、
　請求項１記載の使い捨ておむつ。
【００２２】
　（作用効果）
　このように外装シートを利用して前後押え部を形成することにより、資材や製造工程の
増加を抑えることができる。
【発明の効果】
【００２３】
　以上のとおり、本発明によれば、パッドのずれ防止性能が向上する、等の利点がもたら
される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明について、添付図面を参照しつつ詳説する。
　図１はパンツ型使い捨ておむつ１の製品状態外観図であり、図２は展開状態での組み立
て図である。このパンツ型使い捨ておむつ１（以下、単におむつともいう。）は、液透過
性表面シート１１と液不透過性裏面側シート１２との間に吸収体１３を介在させた吸収性
本体１０と、この吸収性本体１０の外面側に一体的に設けられた外装シート２０とからな
るものである。製造に際しては、外装シート２０の上面（内面）に対して吸収性本体１０
の裏面がホットメルト接着剤Ｇなどによって接合された後に、吸収性本体１０および外装
シート２０が前後方向に折り重ねられ、その両側部が相互に熱溶着またはホットメルト接
着剤などによって接合されることによって、ウエスト開口部及び左右一対のレッグ開口部
が形成されたパンツ型使い捨ておむつとなる。
【００２５】
　（外装シートの構造例）
　外装シート２０は、図６～図８に示されるように、上層不織布２０Ａ及び下層不織布２
０Ｂからなる２層構造の不織布シートとされ、上層不織布２０Ａと下層不織布２０Ｂとの
間、及び下層不織布２０Ｂをウエスト開口縁で内面側に折り返してなる折り返し部分２０
Ｃの不織布間に各種弾性部材が配設され、伸縮性が付与されている。平面形状は、中間両
側部に夫々脚部開口を形成するために形成された凹状の脚回りカットライン２９により、
全体として擬似砂時計形状をなしている。
【００２６】
　特に、図示形態の外装シート２０においては、弾性部材として、図３に示される展開形
状において、ウエスト開口部回り２３に配置されたウエスト部弾性部材２４，２４…と、
腹側部分Ｆ及び背側部分Ｂに、上下方向に間隔をおいて水平方向に沿って配置された複数
の腰回り弾性部材群２５，２５…とを有するとともに、腹側部分Ｆ及び背側部分Ｂのそれ
ぞれにおいて、腰回り弾性部材群２５，２５…とは別に、腹側部分Ｆと背側部分Ｂとを接
合する一方側接合縁から股下側に延び、股下側を迂回して腹側部分と背側部分との他方側
接合縁に到達するとともに、互いに交差することなく間隔をおいて配置された複数本の湾
曲弾性部材群２６…、２８…を備えている。なお、本外装シート２０では、脚回りカット
ライン２９に沿って実質的に連続する、所謂脚回り弾性部材は設けられていない。
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【００２７】
　ウエスト部弾性部材２４，２４…は、腹側部分Ｆと背側部分Ｂとが接合された脇部接合
縁２１、２２の範囲の内、ウエスト開口縁近傍に上下方向に間隔をおいて配設された複数
条の糸ゴム状弾性部材であり、身体のウエスト部回りを締め付けるように伸縮力を与える
ことによりおむつを身体に装着するためのものである。このウエスト部弾性部材２４は、
図示例では糸ゴムを用いたが、例えばテープ状の伸縮部材を用いてもよい。また、図示形
態のウエスト部弾性部材２４，２４…は、ウエスト部における下層不織布２０Ｂの折り返
し部分２０Ｃの不織布間に挟持されているが、上層不織布２０Ａと下層不織布２０Ｂとの
間に挟持しても良い。
【００２８】
　腰回り弾性部材群２５，２５…は、脇部接合縁２１、２２の内、概ね上部から下部まで
の範囲に亘り、上下方向に間隔をおいて水平方向に沿って配設された糸ゴム状の弾性部材
であり、腹側部分Ｆ及び背側部分Ｂの腰回り部分に夫々水平方向の伸縮力を与え、おむつ
を身体に密着させるためのものである。なお、ウエスト部弾性部材２４、２４…と腰回り
弾性部材群２５、２５…との境界は必ずしも明確でなくてよい。例えば、腹側部分Ｆ及び
背側部分Ｂに上下方向に間隔をおいて水平方向に配置された弾性部材の内、数は特定でき
なくても、上部側の何本かがウエスト部弾性部材として機能し、残りの弾性部材が腰回り
弾性部材として機能していればよい。
【００２９】
　背側部分Ｂにおいて、腰回り弾性部材群２５，２５…とは別に配設された背側湾曲弾性
部材群２６、２６…は、所定の（一方側の脇部接合縁２２からほぼ脚回りカットライン２
９に沿って股下部に至り、股下部を横切った後に反対側の脚回りカットライン２９にほぼ
沿いながら他方側の脇部接合縁２２に到達する）曲線に沿って配置された複数本、図示例
では９本の糸ゴム状弾性部材であり、これら背側湾曲弾性部材群２６、２６…は互いに交
差することなく、間隔をおいて配置されている。この背側湾曲弾性部材群２６、２６…は
、２，３本程度の弾性伸縮部材を間隔を密にして実質的に一束として配置されるのではな
く、所定の伸縮ゾーンを形成するように所定の間隔を空けて、５本以上、好ましくは７本
以上配置される。
【００３０】
　外装シート２０の腹側部分Ｆにおいて、腰回り弾性部材群２５，２５…とは別に配設さ
れた腹側湾曲弾性部材群２８，２８…も、所定の（一方側の脇部接合縁２１から股下側に
至り、股下部を横切った後に他方側の脇部接合縁２１に到達する）曲線とともに、交差す
ることなく間隔をおいて配置された複数本の、図示例では９本の糸状弾性部材であり、こ
れら腹側湾曲弾性部材群２８，２８…は、互いに交差することなく、間隔をおいて配置さ
れている。この腹側湾曲弾性部材群２８、２８…も、２，３本程度の弾性伸縮部材を間隔
を密にして実質的に一束として配置されるのではなく、所定の伸縮ゾーンを形成するよう
に所定の間隔を空けて、５本以上、好ましくは７本以上配置される。
【００３１】
　また、上記形態例では、腹側部分Ｆ及び背側部分Ｂに配置された腰回り弾性部材群２５
，２５…及び湾曲弾性部材２６…、２８…は、吸収性本体１０を横切る部分を切断し、不
連続としているが、吸収性本体１０上においても連続させて配置することもできる。弾性
部材を吸収性本体１０上で不連続とすることにより、吸収体１３の縮こまりをより防止す
ることができる。
【００３２】
　上述した外装シート２０は、例えば特開平４－２８３６３号公報や、特開平１１－３３
２９１３号公報記載の技術により製造することができる。また、湾曲弾性部材２６…、２
８…を吸収性本体１０上で切断し不連続化するには、特開２００２－３５０２９号公報、
特開２００２－１７８４２８号公報及び特開２００２－２７３８０８号公報に記載される
切断方法が好適に採用される。
【００３３】
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　（吸収性本体の構造例）
　吸収性本体１０は、図６及び図７に示すように、不織布などからなる液透過性表面シー
ト１１と、ポリエチレン等からなる液不透過性裏面側シート１２との間に、吸収体１３を
介在させた構造を有しており、表面シート１１を透過した排泄液を吸収保持するものであ
る。
【００３４】
　吸収体１３の表面側（肌当接面側）を覆う液透過性表面シート１１としては、有孔また
は無孔の不織布や多孔性プラスチックシートなどが好適に用いられる。不織布を構成する
素材繊維は、ポリエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系、ポ
リアミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維とする
ことができ、スパンレース法、スパンボンド法、サーマルボンド法、メルトブローン法、
ニードルパンチ法等の適宜の加工法によって得られた不織布を用いることができる。これ
らの加工法の内、スパンレース法は柔軟性、ドレープ性に富む点で優れ、サーマルボンド
法は嵩高でソフトである点で優れている。液透過性表面シート１１に多数の透孔を形成し
た場合には、尿などが速やかに吸収されるようになり、ドライタッチ性に優れたものとな
る。液透過性表面シート１１は、吸収体１３の側縁部を巻き込んで吸収体１３の裏面側ま
で延在している。
【００３５】
　吸収体１３の裏面側（非肌当接面側）を覆う液不透過性裏面側シート１２は、ポリエチ
レンまたはポリプロピレンなどの液不透過性プラスチックシートが用いられるが、近年は
ムレ防止の点から透湿性を有するものが好適に用いられる。この遮水・透湿性シートは、
たとえばポリエチレンやポリプロピレン等のオレフィン樹脂中に無機充填材を溶融混練し
てシートを形成した後、一軸または二軸方向に延伸することにより得られる微多孔性シー
トである。
【００３６】
　吸収体１３としては、公知のもの、例えばパルプ繊維の積繊体、セルロースアセテート
等のフィラメントの集合体、あるいは不織布を基本とし、必要に応じて高吸収性ポリマー
を混合、固着等してなるものを用いることができ、図示例では平面形状を略方形状として
成形されたものが使用され、その幅寸法は股間部への当たりによって着用者にゴワ付き感
を与えない寸法幅となっている。この吸収体１３は、形状及びポリマー保持等のため、必
要に応じてクレープ紙等の、液透過性及び液保持性を有する包装シート１４によって包装
することができる。吸収体１３の形状は、図示形態のように長方形状とする他、背側及び
腹側に対して股間部の幅が狭い砂時計形状（括れ形状）とすることもできる。
【００３７】
　吸収性本体１０の両側部には脚周りにフィットする立体ギャザーＢＳが形成されている
のが好ましい。この立体ギャザーＢＳはギャザー不織布１５により形成される、ギャザー
不織布としては、図６に示されるように、折返しによって二重シートとした不織布が好適
に用いられ、液透過性表面シート１１によって巻き込まれた吸収体１３の側縁部をさらに
その上側から巻き込んで吸収体１３の裏面側まで延在して接着されている。より具体的に
は、ギャザー不織布１５は、おむつ１の長手方向中間部では、立体ギャザーＢＳ形成部分
を残し、幅方向中間部から吸収体１３の裏面側に亘る範囲がホットメルト接着剤等によっ
て接着され、また長手方向前後端部では、幅方向中間部から一方側端縁までの区間が吸収
体１３の裏面側に亘る範囲で接着されるとともに、立体ギャザーＢＳを形成する部分を吸
収体１３の上面部にて折り畳むようにしながらホットメルト接着剤等により接着している
。
【００３８】
　二重シート不織布によって形成されたギャザー不織布１５の内部には、起立先端側部分
に複数本の糸状弾性伸縮部材１６、１６…が配設されている。糸状弾性伸縮部材１６、１
６…は、製品状態において図７に二点鎖線で示すように、弾性伸縮力により吸収体側縁部
より突出する不織布部分を起立させて立体ギャザーＢＳを形成するためのものである。
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【００３９】
　液不透過性裏面側シート１２は、二重シート状のギャザー不織布１５の内部まで進入し
、図６に示されるように、立体ギャザーＢＳの下端側において防漏壁を構成するようにな
っている。この液不透過性裏面側シート１２としては、排便や尿などの褐色が出ないよう
に不透明のものを用いるのが望ましい。不透明化としては、プラスチック中に、炭酸カル
シウム、酸化チタン、酸化亜鉛、ホワイトカーボン、クレイ、タルク、硫酸バリウムなど
の顔料や充填材を内添してフィルム化したものが好適に使用される。
【００４０】
　糸状弾性伸縮部材１６としては、通常使用されるスチレン系ゴム、オレフィン系ゴム、
ウレタン系ゴム、エステル系ゴム、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリスチレン、スチレ
ンブタジエン、シリコン、ポリエステル等の素材を用いることができる。また、外側から
見え難くするため、太さは９２５ｄｔｅｘ以下、テンションは１５０～３５０％、間隔は
７．０ｍｍ以下として配設するのがよい。なお、糸状弾性伸縮部材に代えて、ある程度の
幅を有するテープ状弾性伸縮部材を用いるようにしてもよい。
【００４１】
　前述のギャザー不織布１５を構成する素材繊維も液透過性表面シート１１と同様に、ポ
リエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエステル系、アミド系等の合成
繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊維とすることができ、スパン
ボンド法、サーマルボンド法、メルトブローン法、ニードルパンチ法等の適宜の加工方法
に得られた不織布を用いることができるが、特にはムレを防止するために坪量を抑えて通
気性に優れた不織布を用いるのがよい。さらにギャザー不織布１５については、尿などの
透過を防止するとともに、カブレを防止しかつ肌への感触性（ドライ感）を高めるために
、シリコン系、パラフィン金属系、アルキルクロミッククロイド系撥水剤などをコーティ
ングした撥水処理不織布を用いるのが望ましい。
【００４２】
　（前後押え部）
　特徴的には、図９及び図１０にも示されるように、おむつ１内面上に載置された吸収パ
ッド２００（詳細は後述する）の前側部分及び後側部分を係止しつつ押える前後押え部５
０，６０が設けられている。前押え部５０及び後押え部６０は、それぞれ吸収パッド２０
０の前側部分及び後側部分を上面側から押えての上面に着脱可能に係止される係止部５２
，６２と、その幅方向両側及びウエスト側に延在する部分であって且つ少なくとも一部が
おむつ１内面に対して固定された固定部５３，６３（斜線部分）とを有するシート状部分
であり、形状としてはフラップ状又は襞状といえる部分であり、腹側部分Ｆ及び背側部分
Ｂにそれぞれ設けられているものである。
【００４３】
　係止部５２，６２は、パッドに係止できるものである限り特に限定されるものではない
が、粘着剤層又はメカニカルファスナー（面ファスナー）の雄テープ（フックテープ）を
好適に用いることができる。
【００４４】
　図示形態について更に詳細に説明すると、前押え部５０は、腹側部分Ｆ内面のうちウエ
スト側端部から吸収体１３の前端部と重なる位置まで幅方向全体にわたり延在する前押え
シート５１と、この前押えシート５１の裏面（吸収体１３側面）のうちおむつ１内面上に
載置された吸収パッド２００の上面と当接する幅方向中央部分に設けられた係止部５２と
により形成されており、後押え部６０は、背側部分Ｂ内面のうちウエスト側端部から吸収
体１３の後端部と重なる位置まで幅方向全体にわたり延在する後押えシート６１と、この
後押えシートの裏面（吸収体１３側面）のうちおむつ１内面上に載置された吸収パッド２
００の上面と当接する幅方向中央部分に設けられた係止部６２とにより形成されている。
【００４５】
　押えシート５１，５２における各固定部５３，６３は、おむつ１内面上に載置された吸
収パッド２００の幅方向一方側に位置する部分から吸収パッド２００のウエスト側に位置
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する部分を介して吸収パッド２００の幅方向一方側に位置する部分まで連続的にコ字状に
設けられるとともに、この固定部５３，６３により囲まれた凹状部分はおむつ１内面から
離間可能な自由部分とされており、この自由部分の裏面の略全体にわたり矩形状の係止部
５２，６２が設けられている。また、図１０に示されるように、押えシートのウエスト側
端部は、外装シート２０の下層不織布２０Ｂの折り返し部分間に挟持されている。
【００４６】
　使用に際しては、おむつ１内面上に吸収パッド２００を載置するとき、図１０に示され
るように、吸収パッド２００の前後端部を前後押え部５０，６０とおむつ１内面（図示例
では表面シート１１）との間に挿入して、係止部５２，６２を吸収パッド上面に係止する
。これにより、おむつ１内面の前後押え部５０，６０で吸収パッド２００の前後端部を係
止しつつ押えることができ、パッド２００の前後端部が捲れてパッド２００に外力が加わ
りやすくなる若しくはパッド２００の係止が解除されるといった事態が発生し難くなり、
従来のものと比べて、パッドズレ防止効果に優れるようになる。
【００４７】
　また、図示形態では、押えシート５１，６１の固定部５３，６３をこのような形態で設
けることにより、吸収パッド２００の前後端部を強固に固定できるとともに、吸収パッド
２００の前後端から漏れ出ようとする排泄物を押え部５０，６０で堰き止めることができ
る。つまり、押え部５０，６０が前後漏れ防止機能も発揮するようになる。ただし、この
場合、押えシート５１，６１の固定部５３，６３が吸収パッド２００のウエスト側に位置
する部分に設けられているため、前後押えシート５１，６１の固定部５３，６３間よりも
前後長さの長い吸収パッド２００を装着したり、吸収パッド２００の前後位置をウエスト
側近傍まで偏らせて配置したりすることはできない。そこで、図１１に示すように、固定
部５３，６３を、吸収パッド２００の幅方向両側に位置する部分には設けるものの、吸収
パッド２００のウエスト側に位置する部分には設けない形態（参考形態）も提案する。こ
のような固定構造を採用することにより、押えシート５１，６１のうち吸収パッド２００
と対応する幅方向部分が縦方向（前後方向）全体にわたりおむつ１内面から離間可能とな
り、この離間部分にパッド２００の端部を通すことができる。よって、例えば、前後長さ
の長い吸収パッド２００を装着したり、吸収パッド２００の前後位置を偏らせて配置した
りすることができる。つまり、より広範なパッド寸法や前後配置に対応することができる
。
【００４８】
　係止部５２，６２の寸法は適宜定めることができるが、吸収パッド２００における係止
部５２，６２と重なる部分よりも幅方向両側及びウエスト側にはみ出る程度であるのが好
ましく、例えば係止部５２，６２の幅及び縦方向長さは、吸収パッド２００における係止
部５２，６２と重なる部分の幅及び縦方向長さの１．２倍以上であるのが好ましい。
【００４９】
　係止部５２，６２の形状は、製造容易性の観点からは図９に示すような長方形状である
のが好ましいが、他の形状とすることもできる。例えば、図１２（ａ）に示すように、係
止部５２，６２の形状が、股間側からウエスト側に向うにつれて幅が拡大する形状（図示
例は２等辺三角形）であると、吸収パッド２００が対角線方向の外力に追従して変形し易
くなり、その結果としてズレも発生し難くなる。装着者が歩行等のように大きく動く場合
、おむつ１内面に装着された吸収パッド２００にはその対角線方向に外力が作用するため
、このような外力に対する追従性も重要である。また、図１２（ｂ）に示すように、係止
部５２，６２の形状が、吸収パッド２００の幅方向中央側から幅方向両側に向うにつれて
縦方向長さが拡大しつつ吸収パッド２００の両側縁まで延在する形状（図示例は直角三角
形）であると、吸収パッド２００を押え部５０，６０の下に挿入し易く、しかも吸収パッ
ド２００の幅方向両側ほど係止部５２，６２が縦に長くなるため、吸収パッド２００の四
隅の固定性能に優れるため好ましい。この例からも判るように、係止部５２，６２は前後
少なくとも一方の押え部において、複数設けることもできる。
【００５０】
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　また、図１３（ａ）に示すように、押えシート５１，６１が幅方向に弾性伸縮するシー
トであり、且つ幅方向に伸張された状態でおむつ１内面に固定されていると、吸収パッド
２００を単に固定できるだけでなく、吸収パッド２００が外力に追従して変形し易くなり
、その結果としてズレも発生し難くなるため好ましい。このような弾性伸縮シートとして
は、素材自体が弾性伸縮性を有する伸縮不織布の他、図示形態のように、不織布等のシー
ト基材に細長状又はシート状等の弾性部材５５，６５を幅方向に伸張した状態で固定した
もの等を用いることができる。
【００５１】
　図１３（ｂ）に示すように、押えシート５１，６１における係止部５２，６２の両側縁
に沿って、股間側端縁からウエスト側に向って延在するスリット５７，６７を形成するの
も好ましい形態である。このようなスリット５７，６７を形成することにより、吸収パッ
ド２００を単に固定できるだけでなく、吸収パッド２００が外力に追従して変形し易くな
り、その結果としてズレも発生し難くなる。この場合、スリット５７，６７の縦方向長さ
は係止部の縦方向長さ以下とするのが好ましい。なお、本発明は、このスリット５７，６
７に代えてミシン目を形成し、使用者が必要に応じてスリットを形成できるようにしたと
ころに特徴を有するものである。
【００５２】
　さらに、図１～図８に示される形態は、前後押えシート５１，６１が別体として取り付
けられているため、素材選択の自由度が高くなる利点があるものの、資材や製造工程が増
加する等のデメリットもある。そのため、図１４に示すように、外装シート２０をおむつ
１内面に折り返してなる折り返し部分２０Ｃを、吸収パッド２００と重なる部分まで延在
させて、前述の押えシート５１，６１を形成することも提案される。このように外装シー
ト２０を利用して前後押え部５０，６０を形成することにより、資材や製造工程の増加を
抑えることができる。
【００５３】
　他方、上述の押えシート５１，６１は、腹側部分Ｆ及び背側部分Ｂのそれぞれにおいて
ウエスト側端部から吸収体１３のウエスト側端部と重なる位置まで幅方向全体にわたり延
在しているが、吸収パッド２００を係止できる限り、幅方向の中央部にのみ設けたり、縦
方向において吸収体１３のウエスト側端部及びその近傍にのみ設けたりすることができる
。
【００５４】
　（吸収パッドの例）
　吸収パッド２０としては公知のものを特に限定なく用いることができる。図１５～図１
８は、吸収パッドの一例２００を示している。この吸収パッド２００は、使い捨ておむつ
１００の内面に敷いて使用されることを想定したものであり、股間部Ｃ２と、その前後両
側に延在する前側部分Ｆ２及び背側部分Ｂ２とを有するものである。各部の寸法は適宜定
めることができ、例えば、パッド全長（前後方向長さ）Ｌ１は４５０～６３０ｍｍ程度、
全幅Ｗ１は１３５～３２０ｍｍ程度（ただし、おむつの吸収面の幅より狭い）とすること
ができ、この場合における股間部Ｃ２の前後方向長さは１５０～１８０ｍｍ程度、腹側部
分Ｆ２の前後方向長さは１２０～２００ｍｍ程度、及び背側部分Ｂ２の前後方向長さは１
８０～２８０ｍｍ程度とすることができる。
【００５５】
　吸収パッド２００は、裏面を構成する液不透過性裏面側シート２２１と、表面を構成す
る透液性表面シート２２２との間に、吸収体２２３が介在された基本構造を有している。
液不透過性裏面側シート２２１の外面は、不織布等からなる図示しない外装シートにより
覆うことができる。
【００５６】
　吸収体２２３としては、パルプ繊維の積繊体、セルロースアセテート等のフィラメント
の集合体、あるいは不織布を基本とし、必要に応じて高吸収性ポリマーを混合、固着等し
てなるものを用いることができる。必要に応じて、吸収体２２３はクレープ紙（図示せず
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）により包むことができる。また、吸収体２２３の形状は、相対的に前側の部分が後側の
部分よりも幅広な帯状、あるいは長方形状、台形状等、適宜の形状とすることができる。
図示形態の吸収体２２３は一層構造とされているが、下層吸収体とその上に積層された上
層吸収体とからなる二層構造であっても良い。二層構造の場合両層は同寸であっても良い
が、上層吸収体を長さ・幅ともに小さく、且つ前寄りに位置させる等、適宜の構成を採用
することができる。
【００５７】
　吸収体２２３における繊維目付け及び吸収性ポリマーの目付けは適宜定めることができ
るが、繊維目付けは２００～６００ｇ／ｍ２程度とするのが好ましく、また吸収性ポリマ
ーの目付けは１００～３００ｇ／ｍ２程度とするのが好ましい。
【００５８】
　吸収体２２３の裏面側には、液不透過性裏面側シート２２１が吸収体３の周縁より若干
食み出すように設けられている。液不透過性裏面側シート２２１としては、ポリエチレン
フィルム等の他、ムレ防止の点から遮水性を損なわずに透湿性を備えたシートも用いるこ
とができる。この遮水・透湿性シートは、例えばポリエチレンやポリプロピレン等のオレ
フィン樹脂中に無機充填材を溶融混練してシートを形成した後、一軸または二軸方向に延
伸することにより得られる微多孔性シートを用いることができる。
【００５９】
　吸収体２２３の表面側は、透液性表面シート２２２により覆われている。図示形態では
表面シート２２２の側縁から吸収体２３が一部食み出しているが、吸収体２２３の側縁が
食み出さないように表面シート２２の幅を広げることもできる。表面シート２２２として
は、有孔または無孔の不織布や穴あきプラスチックシートなどが用いられる。不織布を構
成する素材繊維としては、ポリエチレンまたはポリプロピレン等のオレフィン系、ポリエ
ステル系、アミド系等の合成繊維の他、レーヨンやキュプラ等の再生繊維、綿等の天然繊
維を用いることができる。
【００６０】
　吸収パッド２００の前後方向両端部では、液不透過性裏面側シート２２１および透液性
表面シート２２が吸収体２３の前後端よりも前後両側にそれぞれ延在されて貼り合わされ
、吸収体２３の存在しないエンドフラップ部ＥＦが形成されている。吸収パッド２００の
両側部では、液不透過性裏面側シート２２１が吸収体２２３の側縁よりも外側にそれぞれ
延在され、この延在部から表面シート２２２の側部までの部分の内面にはバリヤシート２
２４の幅方向外側の部分２２４ｘが前後方向全体にわたり貼り付けられ、吸収体２２３の
存在しないサイドフラップ部ＳＦを構成している。これら貼り合わせ部分は、図１７及び
図１８では点模様で示されており、ホットメルト接着剤、ヒートシール、超音波シールに
より形成できる。これらエンドフラップ部ＥＦ及びサイドフラップ部ＳＦはパッドの周縁
部をなし、これらにより囲まれる部分が本体部をなす。外装シートを設ける場合、液不透
過性裏面側シート２２１に代えて外装シートをサイドフラップ部ＳＦまで延在させ、サイ
ドフラップ部ＳＦの外面側を形成することができる。
【００６１】
　バリヤシート２２４の素材としては、プラスチックシートやメルトブローン不織布を使
用することもできるが、肌への感触性の点で、不織布にシリコンなどにより撥水処理をし
たものが好適に使用される。
【００６２】
　バリヤシート２２４の幅方向中央側の部分２２４ｃは表面シート２２２上にまで延在し
ており、その幅方向中央側の端部には、細長状弾性部材２２４Ｇが前後方向に沿って伸張
状態でホットメルト接着剤等により固定されている。この細長状弾性部材２２４Ｇとして
は、糸状、紐状、帯状等に形成された、スチレン系ゴム、オレフィン系ゴム、ウレタン系
ゴム、エステル系ゴム、ポリウレタン、ポリエチレン、ポリスチレン、スチレンブタジエ
ン、シリコン、ポリエステル等、通常使用される素材を用いることができる。
【００６３】
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　また、両バリヤシート２２４，２２４は、幅方向外側の部分２２４ｘが前後方向全体に
わたり物品内面（図示形態では表面シート２２２表面および液不透過性裏面側シート２２
１内面）に貼り合わされて固定されるとともに、幅方向中央側の部分２２４ｃが、前後方
向の両端部では物品内面（図示形態では表面シート２２表面）に貼り合わされて固定され
、かつ前後方向の両端部間では物品内面（図示形態では表面シート２２２表面）に固定さ
れていない。この非固定部分は、図１８に示されるように、物品内面（図示形態では表面
シート２２２表面）に対して起立可能なバリヤ部となる部分であり、その起立基端２２４
ｂはバリヤシート２２４における幅方向外側の固定部分２４ｘと内側の部分２４ｃとの境
に位置する。
【００６４】
　吸収パッド２００の裏面には、おむつ１内面に対するズレ止め手段２４０、例えば粘着
剤層やメカニカルファスナーの雄テープ等を設けることができる。また、おむつの押え部
５０，６０の係止部５２，６２が粘着剤層やメカニカルファスナーの雄テープである場合
、これらの係止対象として粘着剤が粘着し易いフィルムや、メカニカルファスナーの雌テ
ープを、吸収パッド２００の表面のうちおむつの押え部５０，６０により係止される部分
（エンドフラップ部ＥＦが好ましい）に設けることができる。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明は、上記例のようなパンツ型使い捨ておむつの他、テープ式の使い捨ておむつ、
にも適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】パンツ型使い捨ておむつの斜視図である。
【図２】展開状態のおむつの組み立て図である。
【図３】展開状態のおむつの底面図（外面側）である。
【図４】展開状態の吸収性本体の平面図（内面側）である。
【図５】展開状態のおむつの平面図（内面側）である。
【図６】図３のＣ－Ｃ断面図である。
【図７】図３のＡ－Ａ断面図である。
【図８】図３のＢ－Ｂ断面図である。
【図９】パッド装着状態を示す、展開状態のおむつの平面図（内面側）である。
【図１０】図１０のＤ－Ｄ断面図である。
【図１１】他の形態のパッド装着状態を示す、展開状態のおむつの平面図（内面側）であ
る。
【図１２】他の形態のパッド装着状態を示す、展開状態のおむつの平面図（内面側）であ
る。
【図１３】他の形態のパッド装着状態を示す、展開状態のおむつの平面図（内面側）であ
る。
【図１４】他の形態のパッド装着状態を示す、図１０のＤ－Ｄ断面相当の断面図である。
【図１５】展開状態の吸収パッドの平面図（内面側）である。
【図１６】展開状態の吸収パッドの底面図（外面側）である。
【図１７】図１５のＹ－Ｙ断面図である。
【図１８】図１５のＺ－Ｚ断面図である。
【符号の説明】
【００６７】
　１…パンツ型使い捨ておむつ、１０…吸収性本体、１１…液透過性表面シート、１２…
液不透過性裏面側シート、１３…吸収体、１４…包装シート、１５…ギャザー不織布、１
６…糸状弾性伸縮部材、２０…外装シート、２１・２２…脇部接合縁、２４…ウエスト部
弾性部材、２５…腰回り弾性部材、２６…背側湾曲弾性部材、２８…腹側湾曲弾性部材、
２９…脚回りカットライン、５０，６０…押え部、２０Ｃ…外装シート折り返し部、Ｆ…
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腹側部分、Ｂ…背側部分、２００…吸収パッド。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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